









































































f 昭和 37年に小林秀弥氏によって T.Tが紹介(6)されて以来， T. Tに関する膨大な情報が
jアメりから伝えられ，それを契機に小学校段階件以教授組織改革をめざす動きが出はじ
/ める(7)0 まず，昭和38年， 日俣周二氏が渋谷区立神宮前小学校，大野連太郎氏が館山市立北! 条小学校を指導し研究者と特定の学校が結びつして教授組織改革の研究がスタートした凸そし
































(表 1) 神奈川県公立小学校における児童数等の推移 (11)
年度 38 3 9 4 0 4 1 42 43 
児童数 3 4 4，2 0 0 34 2，0 8 1 3 4 8，1 9 9 3 5 7，7 0 7 3 7 0，2 1 2 3 9 0，2 0 0 
学校襲数
420 424 432 443 458 468 
学級 8，242 8，3 6 1 8，621 9，002 9，4 8 1 1 0，  1 
教員数 1 0，1 5 7 1 0，4 7 3 1 0，6 0 6 1 1， 9 5 1 1，7 6 5 1 2，5 8 3 
年度 44 4 5 46 4 7 48 4 9 
児童数 4 1 3，8 5 9 441，233 4 7 3，2 3 7 505，057 5 2 7，4 3 5 5 6 3，2 1 0 
学校数 490 502 523 550 572 599 
学級数 1 0，77 6 1 1，4 9 0 1 2，3 1 6 1 3，1 7 5 1 3，8 0 6 1 4，8 1 6 





































でも意義深いものといえる (16) Jと評価し，以峰， (表2)のように年度毎に採用規模を拡
大した。
(表2) 小学校教員の県外採用の推移 (17)
年度 試験実施県数 受験者 県外採用者 採用者にしめる割合 採用者合計
4 0 5 5 7 3 
4 5 1 9 2，1 4 8 466 3 7.8 % 1，234 
4 6 2 0※ 2，160 5 2 6 3 6. 7 1，434 
4 7 2 4 2，3 6 2 537 4 3.2 1，243 
4 8 2 5 2，339 610 3 8.9 1，56 8 





































































規 模 教員数 規 模 教員数
1 1学級まで 学級数十 1 3 7学級から 学級数十 4
1 2学級から 1 十2 5 6 / 1 十5


































な教員定数は何か (29)Jとし、う形で教員定数の基準が検討され， (表 5)のような結論を出し
「公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関する法律」の改善への動き (30)
に対して一つの資料を提示することになる。
(表5) 教担制研究における小学校教員定数基準の改善案 (31) 
規 模 教員数 規 模 教員数
6. 7学級…・・・ 学級数十 1人 3 1学級・…・ 学級数十 6人
8学級 " 十2人 37" 1 十7人
1 3 /1 1 十3人 4 3 !I /1 十8人
1 9 !I !I 十4人 5 0 !I /1 十9人






























年組 担当者 性別 年齢 備 考 年組 担当者 性別 年齢 備 考
5.1 T.M 男 3 0 6. 1 AoK 女 4 1 
2 T . S 女 4 3 2 S • 1 女 2 8 
3 H.F 女 2 6 3 A.T 女 5 5 
4 M.T 女 3 2 4 N.O 男 2 2 
5 K.T 男 3 8 5 K • S 男 3 1 
y..y 男 4 4 学年主任 K.E 男 4 1 学年主任
T .W 女 2 0 音楽専科 T -羽F 女 2 0 音楽専科
西寺尾小学校
年組 担当者 性別 経験 備 考 年組 担当者 性別 経年験数 備 考年数
5. 1 M. S 男 1 3 学年主任 6. 1 S • z 男 1 6 学年主任
特活主任 算数主任
2 S . T 女 2 0 2 0・N 女 1 4 
3 A.T 男 1 0 国語主任 3 S -y 女 4 
4 T • S 女 8 家庭科主任 4 K • 1 男 9 道徳、主任
5 A.R 男 2 5 S -T 
女 1 9 給理国 語食科一主主主任
F • S 女 2 0 図工主任 6 K • S 男 6
K • S 男 1 2 音楽主任 H-H 男 12 


































(表 7) 神奈川県小学校教科担任制連絡協議会への地区別参加状況 (37)












高座・三浦 (8) (8) (17) (28)………・・
48.3 
中 (7) (7) ( 7 ) ( 9 ) 全校加盟 (35)
足 柄 上 全校加盟 (15)………
足 柄 下 (16) (16) (19) 全校加盟 (32)…
愛 甲 全校加盟 (18)…
津 久 井 (5) (7) (10) (14) (20)・・・………・…・




















年代別 2 0代 30代 4 0代 50代 5十
性 _glj 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
比 1 6.5 23.9 9.6 1 0.1 1 4.6 1 0.4 1 2.8 2.1 53.5 46.5 
年代別比 40.4 19.7 25.0 1 4.9 1 0 0 (%) 
②川崎市立S小学校における年度別新卒教員数
年度 4 2 4 3 4 4 4 5 4 6 4 7 
男 2 1 3 。 1 1 
女 4 2 2 4 5 1 











〔厚木市立厚木小学校(昭47)J CJll崎市立玉川小学校(昭 47 ) J 
学年 経験年数 備考 学年 経験年数 備考
1 2 5 8 24 すA斗4ー与 担 2 3 21 23 守，l;一， 担
2 。2 13 23 1 2 5 5 17 25 1 
3 倣~ 2 2 5 22 一部教担 3 2 3 7 17 一部教組
4 。o 5 8 23 1 4 阪 1 8 18 20 " 
5 o 11 14 23 280 教 担 5 9 11 19 250 教 担







































































































(3) 吉本二郎氏は，学校改革の動向に対して r1 0年来続けているこの運動も，徐々に内部
浸透をしているとはいうものの， もう一つの動きが鈍い， というのが実態である」
(吉本二郎「学校の内と外をみつめて一一私の学校経営研究の歩み一一」大塚学校経営研
究会『学校経営研究会』第 3巻 昭和 53年3月 P 1 7 )と述べているo









1 -2 5 昭和43年 PP61-99) 
o r日本におけるティーム・ティーチンイの導入と定着一一"外来"教育運動の受容に関
する若干のメモ一一一J( W 香川大学教育学部研究報告~ 1-2 6 昭和44年
PP47-81) 





している状況である J(神奈川県教育委員会「教育事報」必 37 昭和42年6月 15日)
P 3 ) 
同神奈川県『昭和43年度版神奈川県勢要覧』 昭和44年2月 P 1 8 
(1D 神奈川県『学校基本調査結果報告書』昭和38年度~昭和49年度より作成
ω 横浜国立大学教育学部教育学科同窓会名簿などを参考に算出
ω 神奈川県教育委員会「神奈川の教育 J1 9 6 5年 /伝 19 P 4 
ω 神奈川県教育委員会『教育事情』昭和41年度 PP4-5 
仰 向上 昭和40年度 P4






担任制の実践)J 昭和 42年2月 P 1 7より
ω 神奈川県教育委員会「教育事報 J必 11 2 昭和40年 5月1B P 7 
(2) 向上 P7 
(23) 佐藤慶一「学年経営の機能化 JW講座 小学校教科担任制 3j] 明治図書
昭和44年 P 1 5 8 





位。 県教委「教担制の研究J(第2集) 昭和42年 P 7 7 
仰向上 P7 7 
ω 向上 P7 8 





学級 讃算基礎 (校担任長含外 ) 積算基礎
6 1. 1 4 × 6十 1= 7.8 0 1.80 1. 1 7 × 6十 1= 8.0 0 
1 2 1.1 3 x 1 2十 1ニ 14.6 0 2.6 0 1. 1 7 x 1 2十 1= 1 5.0 0 
1 8 1. 1 3 x 1 8十 1ニ 21. 3 0 3.3 0 1. 1 7 x 1 8十 1ニ 22.0 0 
2 4 1.1 2 x 2 4 + 1 = 2 7.9 0 3.9 0 1.145X24十 1ニ 28.5 0 
3 0 1. 1 2 X30十 1= 3 4.6 0 4.6 0 1.113X30十 1= 3 5.0 0 
3 6 1.115X36十 1=41.10 5. 1 0 1. 1 2 5 X 3 6 +1ニ4: 1. 5 0 
4 2 1.115X42十 1ニ 47.8 0 5.80 1.120X52十 1ニ 48.0 0 
(宮圏三善「教職員定数等の改善措置について JW教育委員会月報 j]1伝225
昭和44年5月 P 5 2 ) 










の過程』 明治図書昭和47年 P 1 4 8 
(33) 横浜市立西寺尾小学校「小学校高学年における教科担任制の実際一一児童の能力を高
める協力指導組織の研究一一一」 昭和45年 P 2 7，平塚市立港小学校 前掲書







年組 担当者 経験年数 備 考 年組 担当者 経験年数 備 考
5.1 T • S 1 9 学年主任 6. 1 U.T 1 6 学年主任
2 K.T 1 1 2 H. S 2 7 
3 S • M 9 3 Y.M 4 
M.Y 2 5 !凶事上事・科家 4 T.T 1 3 
A.H 2 6 教務主任 Y • 1 1 2 音楽専科
Y • 1 1 2 音楽専科 A.H 2 6 教務主任





教 員 性別 経験年数 備 考
T • L (リーダー) 男 1 8年 学年主任，理科主任
T・1 男 1 7年 算数主任
T • 2 女 2 0年
T • 3 女 1 7年







由と考えられよう J(前掲書 P 5 1 ) 
(36) 向上 P2 8 
(37) 県教委「教担制の研究」第3集~第8集より作成
(38) 県教委「教担昔話の研究 J(第 7集) 昭和47年 P87 
-42-
(39) 県教委「教担制の研究 J(第8集) 昭和48年 P 7 9 
(40) 県教委「教担制の研究J(第5集) 昭和45年 P 2 
(41) 神奈川県厚木市立淳木小学校『小学校教育の創造的変革 J 明治図書 昭和46年
P 7 8 
(42) ①は「教担昔話の研究 J(第6集) 昭和46年 P 4 6よれ②は川崎市立S小学校
「倉IJ立 10周年記念誌」 昭和 50年 P22-24より作成
(43) 川崎市立S小学校においては，教職経験年数が3年以内の教員の占める数が次の通り
であったO
年 度 4 2 4 3 4 4 4 5 4 6 4 7
計 1 0 1 1 1 1 9 1 3 1 1 
男 3 3 5 4 4 2 
内 女 7 8 6 5 9 9 
3年 1 2 4 1 4 3 
訳 2年 3 6 2 4 3 6 
1年 6 3 5 4 6 2 
学級数 3 1 3 2 2 9 3 0 3 0 3 1 
」一一
(44) 厚木市立厚木小学校「学校要覧 j 昭和47年 PP4-5 
前掲書 玉川小学校 P6より作成
(45) 前掲書『小学校教育の創造的変革j] P 7 8 
(46) 前掲書玉JrI小学校 P5 







3 0 3 1 
(47) 川崎市立教科担任制(協力指導)研究会「協力指導組織の研究 j 昭和48年
P 2 8 
(48) 同上 P28
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